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この社協だよりは、赤い羽根共同募金助成金が使われています。

　新年のご挨拶を申し上げます。
　日頃から、音更町社会福祉協議会の運営ならびに事業活動に対しまして、ご理解とご支援を賜り
誠にありがとうございます。
　昨年を顧みますと、コロナ禍につきましては、幾波もの流行が押し寄せました。依然として収束のめどはたっていま
せんが、一方で徐々にウイズ・コロナの取り組みが広がってきました。本会といたしましても、検討を重ね「コロナ禍
にあってもできること」に取り組んでまいりました。
　２年目を迎えた「地域農園活動」は、音更柏寿協会様に加え、ことの葉おとふけ様の敷地もお借りし、２か所で様々
な作物を栽培しながら参加者同士の交流を図ることができました。
　生活に困窮されている世帯を支援するための「フードバンク事業」も、４月から本格的に取り組みをスタートしまし
た。11月末現在で150件を超える相談があり、町内の個人・団体・事業所様から寄付いただいた食材等を提供させて
いただきました。今後も、フードバンクに対するニーズは続くと考えております。引き続き、食材等のご寄付を賜りま
すようお願い申し上げます。
　11月６日には、例年実施している福祉まつりの代替事業「福祉フェスタ」を開催いたしました。コロナ対策として「室
内で飲食を伴わない形」での実施のため、ご協力いただく団体数も制限せざるを得ませんでしたが、たくさんの方々に
来場いただき、盛会裏に終了することができました。
　そのほかにも、「住民参加の地域づくり映画上映会」、「市民後見人養成講座」、「赤い羽根共同募金」、「歳末助け合い
募金」、帯広大谷短大生の協力による「ワクワクお便り交流」など予定した業務を推進してまいりました。
　さらに、本会が所管している音更町老人クラブ連合会におきましても、「ゲートボール大会」、「パークゴルフ大会」
を３年ぶりに開催することができました。８月30日には、コロナ禍を鑑み入場者数を調整した上で、「創立50周年記
念式典」を挙行いたしました。また、「あり方検討委員会」を組織し、今後の老連の活動を見直す取り組みも進めてま
いりました。
　本年令和５年も、「災害ボランティアセンター設置運営訓練」をはじめ、老連記念誌発行などいろいろな業務、事業
を予定しております。引き続きコロナの動向を踏まえ、昨年の取り組みをもとに検討を重ねつつ、高齢者から子どもま
で、誰もが安心して暮らせる町づくりに向け尽力してまいります。今後も、町民の皆様のご意見を伺いながら関係機関
と連携し活動してまいりますので、更なるご支援とご協力をお願い申し上げます。
　結びに、本年が皆様にとって幸多き一年となりますようご祈念申し上げ、新年のご挨拶といたします。

　おとふけ福祉フェスタ2022を、令和４年11月６日に新型コロナウイルス感染
予防を徹底しながら開催いたしました。
　本事業は、例年実施していた「福祉まつり」の代替事業として、町内関係機関
のご協力をいただきながら、福祉映画の上映や介護用品の展示・体験、育児グッ
ズバザー、福祉のお仕事相談、赤い羽根共同募金特別企画などを実施いたしました。

新年のあいさつ 音更町社会福祉協議会
会長　河田さえ子

おとふけ福祉
フェスタ2022を
開催しました
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【おとふけ生きいきポイント登録研修会のお知らせ】
＜日　時＞　令和５年２月21日（火）　　13時30分～
　　　　　　（研修会は１時間程度で終わります）
＜場　所＞　音更町総合福祉センター　中集会室　
　　　　　　（音更町大通11丁目１番地　☎0155-42-5005）
＜内　容＞　事業説明・介護支援者活動の心構え、登録手続き、
　　　　　　生きいきポイント手帳交付
＜対　象＞　65歳以上の音更町民　（研修会の受講・登録は無料）　
＜持ち物＞　介護保険被保険者証・ボールペン

　※この研修は一度受講し、登録した方は再受講する必要はありません。

おとふけ生きいきポイントとは・・・
　65歳以上の方がボランティア活動を通じ、自身の介護予防と地域との
支えあい、つながり活動を目的としています。
　音更町の指定する福祉施設等でボランティア活動をすると、ポイントが
付与され、年度末にはポイント数に合わせた金額を受け取ることができま
す。
　　（１ポイント100円　換金は10ポイント以上～50ポイントまでです）

　令和４年度 音更町市民後見人養成研修（全７回）が令和４年９月29日に閉講いたしました。
　今年度は音更会場から幕別町、池田町、芽室町をオンラインで繋ぎ、4町共同開催で実施いたし
ました。
　音更町からは３名の受講者が全ての講習を修了され、社会福祉協議会の法人後見支援員に登録さ
れました。

成年後見制度とは？
　認知症、知的障がい、精神障がい等により、十分な
判断をすることが出来ない方が、財産の取り引きなど
契約や各種手続きを行う際に、一方的に不利な契約を
しないよう法律面で支援するとともに、適切な治療・
福祉サービスに繋げるなど生活面でも支援し、本人の
権利や財産を守ることを目的とした制度です。

令和 4 年度 音更町市民後見人養成研修が修了しました
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　高齢化が進む中、医療・介護の負担はどんどん増えていき、これまで
以上に地域の中の支え合いの仕組みが重要になってきます。
　その前提となる、支え合いの関係づくりのために人が集まり交流する
場づくりを推進しています。新型コロナ禍ではありますが、感染予防対
策を講じながらの活動が行われていますので紹介します。

○ラジオ体操
　地域住民の有志によって取り組まれている「みんなでラジオ体操」（雄飛が丘南公園）と「おはよう広場」

（音更町総合福祉センター前）の2つのラジオ体操も４年目となりました。今年度も無事に終了しました。

○地域農園「話花」「ことの葉」
　本会と音更町柏寿協会の共催で開設し、地域の方々にも参加いただき、地域農園「話花」の２年目を
終了することができました。今年もたくさんの野菜を収穫することができました。ときには子育てサロ
ンや短大生の皆さんとの作業もあり、楽しい時間になりました。
　そして、今年からは、社会医療法人博愛会の「ことの葉おとふけ」敷地内でも地域農園の取り組みが
始まりました。施設入居者と地域住民の皆様の交流の場となりました。

みんなでラジオ体操 おはよう広場

採れた大根で
たくあん作り

今年から開設
地域農園

「ことの葉」

住民同士の支え合いの仕組みづくり



4

○帯広大谷短期大学生とのワクワクお便り交流
　「長引くコロナ禍の影響で他の人との交流が減っている」という声から、帯広大谷短期大学社会福祉
科介護福祉専攻２年生の皆さんが、お便りを通して交流ができないかと昨年度から企画してくれていま
す。今年度は71名の方にご応募いただきました。
　直接お会いできない状況は続いておりますが、学生の皆さんが参加者一人ひとりに手作業でお手紙を
準備してくれました。

●友愛訪問の実施
　音更町老人クラブ連合会では、毎年12月に友愛訪問を実施しています。
今年度は349名の対象会員宅を単位老人クラブごとに訪問し、声がけすると
ともに記念品をお渡ししました。

●令和４年度老人演芸大会の中止について
　令和４年度老人演芸大会は会場となる文化センターの改装工事のため中止となります。

●老人クラブあり方検討委員会提言書完成
　令和４年度６月から全4回開催した「老人クラブあり方検討委員会」が終了し提言書が完成しました。
提言書は12月13日に開催された老人クラブ連合会役員会で宮浦豊老連会長に提出されました。
　来年度からは、提言書をもとに老人クラブ連合会の事業等見直しを図る予定です。

　どんな人でも安心して、お茶を飲みながら、おしゃべりを楽しめる場所を目指して、「コミサポカフェ
（仮）」をお試し開催します。お茶菓子を用意してお待ちしておりますので、お気軽にお立ちよりください。

　場　　所　音更町総合福祉センター　大集会室
　日　　時　令和５年１月20日（金）
　　　　　　10時00分から12時00分
　入 場 料　200円
　メニュー　ドリンク（コーヒー、紅茶など）
　問 合 せ　☎42-2400（地域福祉係　江

え ぶ ち

縁まで）

※カフェの
　他にも…

老人クラブ連合会事務局からのお知らせ

コ ミ サ ポ カ フ ェ の 開 催

スマホ相談コーナー

コミサポ（コミュニティサポーター）とは…
　特別な資格を持ってい
るわけではありません。
　「誰もが安心して暮ら
し続けられる地域づくり」
のため、本会職員と共に「見守り、訪問活動」
等に協力いただいております。

福祉よろず相談コーナー
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11月6日に開催された福祉フェスタに来場された
16組の方より、ご寄付をいただきました。

フードバンク事業へのご寄付ありがとうございます

預託品名 預託者氏名 数量

ふりかけ 佐藤　暢紀 1 袋
匿名（他3件分） 3 袋

麦茶 匿名（他2件分） 5 袋
レトルトコーヒー 匿名 3 セット
LL牛乳 よつ葉乳業株式会社 720 本

飲料 佐藤　暢紀 5 本
匿名（他7件分） 87 本

カルピス 匿名 4 本

缶詰
佐藤　暢紀 16 缶
音更町役場部長会 20 缶
匿名（他6件分） 47 個

加工食品
（ソーセージ等）

佐藤　暢紀 9 本
匿名（他2名分） 38 本

調味料類 匿名（他14件分） 29 本
ビスケット缶 特定非営利活動法人フードバンク イコロさっぽろ 6 缶
お菓子 匿名（他7件分） 69 袋
ゼリー・パイン 匿名（他4件分） 15 個
レトルトゆで落花生 十勝グランナッツ合同会社 20 袋
小豆・金時豆 匿名（他1件分） 4 袋
ホットケーキミックス 匿名（他1件分） 11 個
お好み焼きの素 匿名 2 袋
乾物 匿名（他3件分） 9 袋
かつお節 匿名 12 パック
炊き込みご飯の素 匿名（他2件分） 5 瓶
日用品 茂古沼　満 　 　

ティッシュペーパー 国際ソロプチミストおとふけ 10 箱
匿名 22 箱

シャンプー・リンス 国際ソロプチミスト 5 袋
化粧水 国際ソロプチミスト 1 本
おむつ 音更町役場・危機対策課 28 袋
おかずの素 匿名（他3件分） 15 個
生理用品 匿名（他1件分） 12 袋
ラップ 匿名 2 本
マスク 匿名（他3件分） 13 袋
消毒液 匿名（他1件分） 2 本

（敬称略）

令和4年8月25日～令和4年11月25日

預託品名 預託者氏名 数量
イモ 谷崎　潤一 250 ㎏

お米

国際ソロプチミストおとふけ 10 ㎏
石井　優里恵 10 ㎏
音更町役場部長会 25 ㎏
匿名（他7件分） 73 ㎏

おかゆ 匿名（3件分） 7 袋

パックごはん
ハピオ木野 10 袋
音更町役場課長会 8 袋
匿名（他件分） 7 パック

アルファ米
音更町危機対策課 80 袋
特定非営利活動法人フードバンク イコロさっぽろ 30 袋
北海道農政事務所 60 個

お餅 音更町役場部長会 10 袋

パン 特定非営利活動法人フードバンク イコロさっぽろ 15 袋
北海道農政事務所 30 個

カレールー 匿名（他2件分） 9 箱

レトルトカレー
ハピオ木野 24 パック
音更町役場課長会 8 袋
匿名（他5件分） 15 袋

レトルトパック 音更町役場課長会 12 袋
匿名（他3件分） 12 袋

パスタ 匿名 1 袋

麺類
（カップ麺・袋麺）

ハピオ木野 36 食
音更町役場部長会 30 食
音更町役場課長会 63 食
石井　優里恵 21 食
匿名（他7件分） 171 食

そうめんセット 国際ソロプチミストおとふけ 1 箱
乾麺 匿名（他4件分） 12 袋
オートミール 佐藤　暢紀 4 袋

インスタントみそ汁
佐藤　暢紀 3 袋
音更町役場課長会 20 袋
匿名（他2件分） 5 袋

カップスープ 音更町役場課長会 27 個
匿名（他1件分） 30 個

ごはんですよ・なめ茸 匿名（他1件分） 2 瓶

預託品名（食品） 数量 預託品名（日用品） 数量
ご飯（パック）・お粥等 25 ペーパー類 2
麺類 38 洗剤類 5
調味料 20 衛生用品類 8
レトルト 30 生理用品 12
ふりかけ等 15 その他 12
缶詰 30 タオル 46
スープ・味噌汁類 24
飲料 83
お菓子 23
その他 29

　フードバンク事業とは、食べ物をお渡しするだけではなく、食品ロス
削減にも寄与しようとする活動です。

たくさんのご寄付をありがとうございます。

ご協力に
感謝申し
　上げます。。

寄付食品の条件
・未開封の食品
　（包装や外装が破損していないこと。中身に異常がないこと。）
・賞味期限・消費期限が明記されており、残存期
　間が１か月以上残っていること
　　　・常温で保存可能な食品
　　　・製造者名が記載されている食品
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◎物　品
預 託 品 名 預 託 者 氏 名 数　量 預 託 先

リングプル

斉　廣子 500 g

プルネット

きの子育て支援センター 60 kg
㈲加納自動車 2.8 kg
清和町内会 1.6 kg
野々村　美恵子 2.2 kg
国際ソロプチミストおとふけ 3.8 kg
桐山　正男 13 kg
牧野　恵子 18 g
眞鍋　秀雄 42 kg
音更町柳町簡易郵便局 12 kg
南鈴蘭愛生会 5 kg
匿名 1.1 kg
匿名 25 kg
匿名 1.6 kg

使用済み切手

牧野　恵子 52 枚

北海道ユニセフ

㈱大成塗装工業 268 g
音更町柳町簡易郵便局 数量不明
南鈴蘭愛生会 350 枚
匿名 4.3 kg
匿名 1.6 ㎏

（敬称略）
預 託 品 名 預 託 者 氏 名 数　量 預 託 先

タオル・
シーツ等

鈴木　義子 53 枚

町内施設

牧野　恵子 19 枚
十勝鶴陵OB会 200 枚
匿名 133 枚
匿名 5 枚
匿名 31 枚
匿名 20 枚
匿名 13 枚

ウエス 年金者組合　音更支部女性部 3 箱
雑巾 中央福寿会 55 枚
容器等 福澤　征子 2 袋
文具等 福澤　征子 2 セット
人参 とかち河田ファーム 150 ㎏ 福祉フェスタ
コーヒーフレッシュ 匿名 1.5 袋

喫茶はっぴぃ～
ガムシロップ 匿名 1.5 袋
剪定用バリカン 匿名 1 台 高齢者就労

センター高枝切りバサミ 匿名 1 台

◎金　銭 （敬称略）
寄　付　者　氏　名 寄付金（円） 寄 付 金 使 途

キノスタジオ 15,900 

社協事業へ大塚　朝子 200,000 

音更町文化連盟 30,000 

令和4年8月25日～令和4年11月25日＊ご厚志ありがとうございました＊＊ご厚志ありがとうございました＊
預託されました浄財を紹介いたします。　預託された浄財は配分先において有効に活用させていただきます。

社会福祉協議会の各種事業は、会員皆様の会費と寄付金等を主な財源として行っております。
今後とも会員加入とご寄付につきまして、ご支援ご協力いただきたく、宜しくお願い申し上げます。

音更文化連盟様 十勝鶴陵OB会様　　　

　　　　　　　　　　　本会で実施している事業ついて、随時情報発信をしてい
　　　　　　　　　　ます。ぜひご覧ください。本会ホームページからもご覧い
　　　　　　　　　　ただけます。　→　http://otofuke-shakyo.jp/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スマートフォンの方はこちらから。→

カレンダーの無料配布のお知らせ 
　2023年（令和５年）版のカレンダー及び手帳の無料配布をします。
１月の中旬頃より音更町総合福祉センターロビーにて行います。ご来館をお待ちしております。
また、ご家庭や職場で使用しない2023年版のカレンダー・手帳などの寄付も受付しております。

年末年始のお休み：12/29（木）～1/3（火）まで

Facebook
更新中


